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はじめに

• 本書では、実際に本器を使用して測定する場合の測定例を記載してい
ます。
詳しい操作方法につきましては、詳細取扱説明書を参照してくださ
い。特に、詳細取扱説明書の「安全について」、および 「第 2章 測定
準備」は熟読し内容を理解した上で操作してください。

• 本器には詳細取扱説明書、「通信機能・波形ビューワ」取扱説明書が
付属されていますので、そちらも参照してください。



2 クイックスタートマニュアル
使用記号

取扱説明書の注意事項には、重要度に応じて以下の表記がされていま
す。

その他の記号

操作や取扱いを誤ると、使用者が死亡または重傷につな
がる危険性が極めて高いことを意味します。
操作や取扱いを誤ると、使用者が死亡または重傷につな
がる可能性があることを意味します。
操作や取扱いを誤ると、使用者が傷害を負う場合、また
は機器を損傷する可能性があることを意味します。
製品性能および操作上でのアドバイス的なことを意味
します。

してはいけない行為を示します。

❖ 参照先を示します。
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各部の名称と機能 1
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クイックスタートマニュアル
正 面

図は 8420-50です。
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キー操作部

設定画面を表示させます。

チャネル画面を表示させます。

波形表示画面を表示させます。
波形表示画面では、表示方法を切り替えます。

メモリに保存されている測定データをプリントします。測定中
はリアルタイムプリントを中止または再開します。

画面コピーをします。
測定中は最新のロギング値を印刷します。

キーを押している間、記録紙を送ります。

モニタ画面を表示させます。

ファイル画面を表示させます。
測定データなどの読込み、または保存します。

設定項目を選択し、決定します。

点滅カーソルを上下左右に移動させます。

波形のスクロール、A-Bカーソルの移動、およびイベントマー
クの検索をおこないます。

波形のスクロール、A-Bカーソル測定、およびイベント検索機
能を切り替えます。

波形表示画面上に、「チャネル設定ウインドウ」を表示させて
入力の設定ができます。

設定するチャネルを前のチャネルに変更します。

設定するチャネルを次のチャネルに変更します。

各チャネルのレンジを設定します。

各チャネルのゼロ位置を設定します。

時間軸（横軸）方向 1マスの時間を設定します。

測定を開始します。測定中はスイッチ上部の LEDが点灯しま
す。測定中はイベントマークを書き込みます。

測定中 2回押すことで測定を終了します。
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クイックスタートマニュアル
上 面

イジェクトボタン
イジェクトボタンを押して
PCカードを取り出します。

パルスプローブ接続端子
（PULSE）
パルス入力部の入力端子です。
9641接続ケーブル（パルス用）
を接続します。

PCカード挿入口
PCカードを挿入します。

10BASE-T Ethernet接続端子
9642 LANケーブルを接続します。

RS-232C接続端子
9612 RS-232Cケーブル（クロスケーブル PC用）また
は 9721 RS-232Cケーブル（ストレートケーブル モデ
ム用）を接続します。

下 面

ACアダプタ接続端子
ACアダプタを
接続します。

電源スイッチ（POWER）
電源を ON/OFFにします。

コントラスト調整つまみ
（CONTRAST）
画面のコントラスト調整します。

外部トリガ端子
（EXT TRIG）
トリガとして外部入力を
使うことができます。

トリガ出力端子
（TRIG OUT）
トリガの出力信号が出力
されます。

GND端子
トリガ端子と組み合わせ
て使います。
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右 面
アナログ入力端子台
アナログ入力端子です。8420-50は 8 ch入力、
8421-50は 16 ch、8422-50は 32ch入力です。

底 面

バッテリボックス
9447バッテリパックをセットします。 
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クイックスタートマニュアル



2.1 設定画面
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本器の主な表示画面とその設定項目について説明します。

表示画面と設定項目 2
2.1 設定画面

記録間隔を設定します。
❖「4.2」参照

記録時間を設定します。
測定 CHの設定により記
録時間は制限されます。 
❖「4.4」参照

測定 CH（入力設定）の
ON/OFFを設定します。 
ONのチャネルだけチャ
ネル画面で設定できます。
❖「4.5」参照

ディジタルフィルタを
設定します。
❖「4.7」参照

タイトルコメントを設定
します。 
❖「4.1」参照

時間軸（表示 1マスあた
りの時間）を設定します。
❖「4.3」参照

自動保存の設定をします。
リアルタイムで PCカード
にデータを保存できます。
❖「4.6」参照

各応用機能の設定画面に
移動します。

参照箇所は詳細取扱説明書をご覧ください。
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2.2 チャネル画面

クイックスタートマニュアル
2.2 チャネル画面

設定チャネルを示してい
ます。

入力種類（レンジを含む）
の設定を他のチャネルか
らコピーします。 
❖「5.1」,「5.2」参照

レンジを設定します。
入力種類によって設定す
る内容が異なります。
❖「5.1」,「5.2」参照

スケーリングを設定しま
す。
❖「5.4」参照

入力チャネルのコメント
を設定します。 
❖「5.1」参照

波形の表示範囲を設定し
ます。
❖「5.1.5」参照

波形の表示色を設定します。
❖「5.1.6」参照

波形の表示倍率を設定しま
す。
❖「5.1.7」参照

入力種類を設定します。 
❖「5.1」,「5.2」参照

波形表示範囲を示します。

波形の表示位置を設定しま
す。
❖「5.1.8」参照

波形シートを設定します。
S1～ S4の波形シートに分
けて表示・記録できます。
❖「5.1.9」参照

分割グラフを設定します。
波形表示画面が 2または 4
画面の場合、設定できます。
❖「5.1.10」参照
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画面のマーク

2.3 波形表示画面

ディジタルフィルタを設定します。 ❖「4.7」参照

波形表示画面を切り換えます。
キーでも可能です。

❖「6.2」参照

波形を表示している波形シート番号を
示しています。

❖「5.1.9」参照

PC カードが挿入されていることを示
します。

❖「第 7章」参照

数値表示させるチャネルの切換え方法
を示します。

❖「6.3」参照

供給電源を示します。 ❖「2.1」参照

警報機能のスピーカの ON/OFFを示し
ます。

❖「12.2」参照

間隔（記録間隔）を
示します。
❖「4.2」参照

スクロールモードを
示します。
❖「6.4」参照
❖「6.5」参照
❖「6.6」参照

チャネル設定ウインド
ウです。 キーで表示
の ON/OFFをします。
波形表示画面で入力
チャネルの設定ができ
ます。
❖「6.1」参照

横軸（時間軸）を
示します。
❖「4.3」参照

波形表示範囲を示します。リアルタイム保存実行中に
のアイコンが表示されます。

❖「7.5」参照

リアルタイムプリント実行中に
のアイコンが表示されます。

❖「11.2.2」参照

現在日時を示します。

表示チャネルを
示します。
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2.3 波形表示画面

クイックスタートマニュアル



3.1 電圧を測定する
13

0

1

録

引

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1

1

付

索

2

測定例 3
3.1 電圧を測定する

ACトランスデューサ（AC0～ 150 Vを DC0～ 10 Vで実
効値出力）を使って 1週間の AC電圧変動を測定する例で説
明します。1分ごと出力電圧を測定し、1週間分の電圧変動
を観測します。

設定：CH1に入力します。
記録間隔：「1 min」, 時間軸：「1 h/マス」, 記録時間：「7日」
データはリアルタイムで PCカードに保存します。

トランスデューサ

本器
ACアダプタ

入力ケーブル

測定のために必要なもの
• 本器
• ACアダプタ
• PCカード
• 入力ケーブル
• マイナスドライバ
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3.1 電圧を測定する

クイックスタートマニュアル
設定画面

＜設定画面＞

記録間隔 ：1min
時間軸 ：1h/マス
記録時間 ：7日
測定 CH ：CH1
自動保存 ：バイナリ（リアルタイム）
ファイル名 ：AUTO（初期設定）
保存モード ：標準　ファイルフル 
ディジタルフィルタ：60 Hz

＜アナログチャネル画面＞

表示範囲 ：位置で設定
入力種類 ：電圧
レンジ ：10Vf.s.
表示位置 ：0%

スケーリング ：2点で設定
表示方法 ：小数
単位 ：V
A：+0.0000E+00→ +0.0000E+00
B：+1.0000E+01→ +1.5000+02
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21. 本器の電源が OFFになっているか確認します。

2. ACアダプタと本器を接続します。

3. ACアダプタのプラグ部をコンセントに挿入します。
詳細取扱説明書　2.1「電源を供給する」（21ページ）参照

4. PCカードを挿入します。
詳細取扱説明書　7「測定データの保存」（113ページ）参照

5. 端子台カバーを取り外します。

• 感電事故を避けるため、入力ケーブルが接続されている測定対象の電源が ONの状
態では、本体と入力ケーブルの接続は絶対にしないでください。

• 感電、短絡事故を避けるため、アナログ入力部と本体間、各アナログ入力部間に、
AC30 V rms、または DC60 V以上の電圧を入力しないでください。
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3.1 電圧を測定する

クイックスタートマニュアル
6. 付属のマイナスドライバを使って、入力ケーブルを端子台の CH1 に接
続します。
入力ケーブルの +端子、-端子を間違えないようにしてください。

詳細取扱説明書　2.2「測定ケーブルを接続する」（25ページ）参照

推奨ケーブル

入力ケーブルをトランスデューサに接続するときは、各トランスデュー
サの取扱説明書を参照し、間違いのないよう確実に接続してください。

7. 端子台カバーを取り付けます。
端子台保護、および安全のため、端子台カバーを必ず取り付けてくださ
い。

8. 本器の電源スイッチを ONにします。

詳細取扱説明書　2.3「電源を ON/OFFにする」（31ページ）参照

9. 本器の設定をします。

GND

8420-50 8422-50
8421-50

GND

チャネル番号

単線 ：0.14 - 1.5 mm2

撚線 ：0.14 - 1 mm2

AWG ：AWG26-AWG16
むき線長さ ：5 mm

単線

撚線

5 mm
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2

設定画面を表示させます。

設定画面を表示させます。

記録間隔を「1min」に設定します。

点滅カーソルを図の位置へ移動させます。

「1min」に設定します。選択された時点で設定は有効です。

選択項目の一覧を閉じます。

時間軸を「1h/マス」に設定します。

点滅カーソルを図の位置へ移動させます。

「1h/マス」に設定します。
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3.1 電圧を測定する

クイックスタートマニュアル
連続が ONに設定されている場合は、OFFに設定してから記録時間を設定してくだ
さい。

測定 CHの設定が ONになっていないと、チャネル画面で入力設定ができません。

ファイル名を入力しておくと、自動保存したときに入力したファイル
名で保存されます。連続して保存した場合は番号が付きます。
❖  入力方法：詳細取扱説明書　14「コメントの入力方法」（225ページ）参照
ファイル名を入力しなかった場合、[AUTO    , AUTO0001]と順番の付
いたファイル名になります。
❖  詳細取扱説明書　7.5「測定データを自動保存する」（134ページ）参照

記録時間を「7日」に設定します。

点滅カーソルを図の位置へ移動させます。

「7日」に設定します。

測定 CHの CH1を ONに設定します。

点滅カーソルを図の位置へ移動させます。

CH1を ON（ ）に設定します。

自動保存を「バイナリ（リアルタイム）」に設定します。

点滅カーソルを図の位置へ移動させます。

「バイナリ（リアルタイム）」に設定します。



3.1 電圧を測定する
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2

保存モードを「標準」、「ファイルフル」に設定します。

1回の測定につき 1個のファイルを作成し、PCカードの空き容量が少なくなると、
保存を終了します。
❖  詳細取扱説明書　7.5「測定データを自動保存する」（134ページ）参照

点滅カーソルを図の位置へ移動させます。

「標準」に設定します。

点滅カーソルを図の位置へ移動させます。

「ファイルフル」に設定します。

ディジタルフィルタを「60 Hz」に設定します。

入力信号に混在したノイズを除去するため、ディジタルフィルタを設定できます。
記録間隔を大きく設定したときほどノイズ除去効果が表れ、ばらつきの少ない高精
度な測定が可能です。
使用電源の周波数が 50 Hzの地域（東日本）では、50 Hzに設定してください。

点滅カーソルを図の位置へ移動させます。

「60 Hz」に設定します。
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3.1 電圧を測定する

クイックスタートマニュアル
アナログチャネル画面を表示させます。

アナログチャネル画面の CH1を表示させます。

表示範囲を「位置で設定」に設定します。

点滅カーソルを図の位置へ移動させます。

「位置で設定」に設定します。

入力種類を「電圧」に設定します。

点滅カーソルを図の位置へ移動させます。

「電圧」に設定します。
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レンジを「10Vf.s.」に設定します。

点滅カーソルを図の位置へ移動させます。

「10Vf.s.」に設定します。

表示位置を「0%」に設定します。

点滅カーソルを図の位置へ移動させます。

「0%」に設定します。
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3.1 電圧を測定する

クイックスタートマニュアル
• トランスデューサの変換比に合わせてスケーリングを設定すると測定値を直読
できます。

• 表示位置が「0%」の設定で 0～ 150 Vが表示できます。

スケーリングの設定をします。

点滅カーソルを図の位置へ移動させます。

スケーリング方法を「2点で設定」に設定します。

点滅カーソルを図の位置へ移動させます。

単位を「V」に設定します。

点滅カーソルを図の位置へ移動させます。

以下のように設定します。
A:  +0.0000E+00 → +0.0000E+00
B:  +1.0000E+01 → +1.5000E+02
❖  詳細取扱説明書　5.4「スケーリングを設定する」（86ページ）参照
上限：150 V、下限：0 Vとなります。

スケーリングの表示方法を「小数」に設定します。

点滅カーソルを図の位置へ移動させます。



3.1 電圧を測定する
23

0

1

録

引

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1

1

付

索

2

10. を押して、測定を開始します。

波形表示画面が表示されます。

途中で測定を中止させたい場合は、 を 2回押します。

11. 測定開始から 7日経過すると、測定を終了します。
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3.2 熱電対（K）を使って温度を測定する

クイックスタートマニュアル
3.2 熱電対（K）を使って温度を測定する

熱電対（K）を使って室内の温度変化を測定します。1秒ごと温度を
測定し、温度変化を観測します。

設定：CH1に入力します。
記録間隔：「1 s」, 時間軸：「1 min/マス」, 記録時間：「連続：ON」
データは測定後に本器の画面で確認します。

熱電対（K）

本器
ACアダプタ

測定のために必要なもの
• 本器
• ACアダプタ
• 熱電対（K）
• マイナスドライバ

ここではデータは内部メモリに保存するため、PC カードは使用しま
せん。長期に渡る測定では PCカードにリアルタイム保存すると、停
電時にデータが損なわれることがなく安心です。
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設定画面

＜設定画面＞

記録間隔 ：1s
時間軸 ：1min/マス
記録時間 ：連続 ON
測定 CH ：CH1
自動保存 ：OFF
ディジタルフィルタ：60 Hz

＜アナログチャネル画面＞

表示範囲 ：位置で設定
入力種類 ：熱電対
レンジ ：100℃ f.s.
表示位置 ：0%
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3.2 熱電対（K）を使って温度を測定する

クイックスタートマニュアル
1. 本器の電源が OFFになっているか確認します。

2. ACアダプタと本器を接続します。

3. ACアダプタのプラグ部をコンセントに挿入します。
詳細取扱説明書　2.1「電源を供給する」（21ページ）参照

4. 端子台カバーを取り外します。

感電事故を避けるため、熱電対が接続されている測定対象の電源がON
の状態では、本体と熱電対の接続は絶対にしないでください。
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5. 付属のマイナスドライバを使って、熱電対（K）を端子台の CH1に接続
します。
熱電対（K）の +端子、-端子を間違えないようにしてください。

詳細取扱説明書　2.2「測定ケーブルを接続する」（25ページ）参照

推奨ケーブル

6. 端子台カバーを取り付けます。
端子台保護、および安全のため、端子台カバーを必ず取り付けてくださ
い。入力端子に直接強い風があたると、入力部分の熱平衡がくずれ、誤
差の原因となることがあります。

7. 熱電対（K）を被測定物に取り付けます。

8. 本器の電源スイッチを ONにします。

詳細取扱説明書　2.3「電源を ON/OFFにする」（31ページ）参照

9. 本器の設定をします。

GND

8420-50 8422-50
8421-50

GND

チャネル番号

熱電対素線径：0.32 mm
むき線長さ ：5 mm

単線

撚線
5 mm
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3.2 熱電対（K）を使って温度を測定する

クイックスタートマニュアル
設定画面を表示させます。

設定画面を表示させます。

記録間隔を「1s」に設定します。

点滅カーソルを図の位置へ移動させます。

「1s」に設定します。選択された時点で設定は有効です。

選択項目の一覧を閉じます。

時間軸を「1min/マス」に設定します。

点滅カーソルを図の位置へ移動させます。

「1min/マス」に設定します。
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測定 CHの設定が ONになっていないと、チャネル画面で入力設定ができません。

入力信号に混在したノイズを除去するため、ディジタルフィルタを設定できます。
記録間隔を大きく設定したときほどノイズ除去効果が表れ、ばらつきの少ない高精
度な測定が可能です。
使用電源の周波数が 50 Hzの地域（東日本）では、50 Hzに設定してください。

記録時間を「連続：ON」に設定します。

点滅カーソルを図の位置へ移動させます。

「連続：ON」に設定します。

測定 CHの CH1を ONに設定します。

点滅カーソルを図の位置へ移動させます。

CH1を ON（ ）に設定します。

ディジタルフィルタを「60 Hz」に設定します。

点滅カーソルを図の位置へ移動させます。

「60 Hz」に設定します。



30
3.2 熱電対（K）を使って温度を測定する

クイックスタートマニュアル
アナログチャネル画面を表示させます。

アナログチャネル画面の CH1を表示させます。

表示範囲を「位置で設定」に設定します。

点滅カーソルを図の位置へ移動させます。

「位置で設定」に設定します。

入力種類を「熱電対」に設定します。

点滅カーソルを図の位置へ移動させます。

「熱電対」に設定します。
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レンジを「100℃ f.s.」に設定します。

点滅カーソルを図の位置へ移動させます。

「100℃ f.s.」に設定します。

熱電対の種類を「K」に設定します。

点滅カーソルを図の位置へ移動させます。

「K」に設定します。

接点補償を「内部」に設定します。

本体内部で基準接点補償をします。熱電対を直接本器に接続するとき
は「内部」に設定します。

点滅カーソルを図の位置へ移動させます。

「内部」に設定します。
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3.2 熱電対（K）を使って温度を測定する

クイックスタートマニュアル
10. を押して、測定を開始します。

11. を 2回押して測定を終了します。

12. 波形表示画面で温度変化を確認します。

詳細取扱説明書　6「波形表示画面」（99ページ）参照

断線検出を「OFF」に設定します。

点滅カーソルを図の位置へ移動させます。

「OFF」に設定します。

表示位置を「0%」に設定します。

点滅カーソルを図の位置へ移動させます。

「0%」に設定します。
上限：100℃、下限：0℃となります。
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3.3 電力量計からのパルス出力を積算する

50,000パルス / kWhのパルス出力つき電力量計のパルスを
取り込み、1か月（30日）の積算電力を測定します。30分
ごと電力量計の出力パルスを測定し、1か月の積算電力を観
測します。

設定：P1に入力します。
記録間隔：「30 min」, 時間軸：「1 d/マス」, 記録時間：「30日」
データはリアルタイムで PCカードに保存します。

電力量計

本器
ACアダプタ

9641接続ケーブル

測定のために必要なもの
• 本器
• ACアダプタ
• PCカード
• 入力ケーブル
• マイナスドライバ
• 9641接続ケーブル
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3.3 電力量計からのパルス出力を積算する

クイックスタートマニュアル
設定画面

＜設定画面＞

記録間隔 ：30min
時間軸 ：1d/マス
記録時間 ：30日
測定 CH ：P1
自動保存 ：バイナリ（リアルタイム）
ファイル名 ：AUTO（初期設定）
保存モード ：標準　ファイルフル 
ディジタルフィルタ：OFF

＜パルスチャネル画面＞

表示範囲 ：位置で設定
入力種類 ：積算
レンジ ：2500Mcf.s.
表示位置 ：0%

スケーリング ：設定方法 2
表示方法 ：小数
単位 ：kWh
1kWh = 50.00kパルス
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21. 本器の電源が OFFになっているか確認します。

2. ACアダプタと本器を接続します。

3. ACアダプタのプラグ部をコンセントに挿入します。
詳細取扱説明書　2.1「電源を供給する」（21ページ）参照

4. PCカードを挿入します。
詳細取扱説明書　7「測定データの保存」（113ページ）参照

5. 端子台カバーを取り外します。

感電事故を避けるため、接続ケーブルが接続されている測定対象の電
源が ON の状態では、本体と接続ケーブルの接続は絶対にしないでく
ださい。
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3.3 電力量計からのパルス出力を積算する

クイックスタートマニュアル
6. 図のように 9641接続ケーブルを本体に接続します。
9641接続ケーブルの先端は以下のようになっています。

詳細取扱説明書 2.2.3「9641接続ケーブル（パルス用）を接続する」（29ページ）参照

7. 電力量計からのパルス出力端子に 9641 接続ケーブルを接続してくださ
い。
電力量計の取扱説明書を参照し、間違いのないよう確実に接続してくだ
さい。

P1は、白色が H、赤色が Lとなります。

8. 本器の電源スイッチを ONにします。

詳細取扱説明書　2.3「電源を ON/OFFにする」（31ページ）参照

9. 本器の設定をします。

9641接続ケーブルの先端

シールド線
（本体 GNDに接続されています）

P1白（H）
P1赤（L）

P2黄（H）
P2黒（L）

P3緑（H）
P3青（L）

P4灰（H）
P4茶（L）
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設定画面を表示させます。

設定画面を表示させます。

記録間隔を「30min」に設定します。

点滅カーソルを図の位置へ移動させます。

「30min」に設定します。選択された時点で設定は有効です。

選択項目の一覧を閉じます。

時間軸を「1d/マス」に設定します。

点滅カーソルを図の位置へ移動させます。

「1d/マス」に設定します。
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3.3 電力量計からのパルス出力を積算する

クイックスタートマニュアル
記録時間を「30日」に設定します。

点滅カーソルを図の位置へ移動させます。

「30日」に設定します。

測定 CHの P1を ONに設定します。

測定 CHの設定が ONになっていないと、チャネル画面で入力設定ができません。

点滅カーソルを図の位置へ移動させます。

P1を ON（ ）に設定します。

自動保存を「バイナリ（リアルタイム）」に設定します。

点滅カーソルを図の位置へ移動させます。

「バイナリ（リアルタイム）」に設定します。
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保存モードを「標準」、「ファイルフル」に設定します。

点滅カーソルを図の位置へ移動させます。

「標準」に設定します。

点滅カーソルを図の位置へ移動させます。

「ファイルフル」に設定します。

パルスチャネル画面を表示させます。

パルスチャネル画面の P1を表示させます。
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3.3 電力量計からのパルス出力を積算する

クイックスタートマニュアル
表示範囲を「位置で設定」に設定します。

点滅カーソルを図の位置へ移動させます。

「位置で設定」に設定します。

入力種類を「積算」に設定します。

点滅カーソルを図の位置へ移動させます。

「積算」に設定します。

レンジを「2500Mcf.s.」に設定します。

1 kWh=50,000パルスですので、1か月の積算電力が 50,000 kWにな
るまで測定できます。

点滅カーソルを図の位置へ移動させます。

「2500Mcf.s.」に設定します。
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積算モードを「加算」に設定します。

点滅カーソルを図の位置へ移動させます。

「加算」に設定します。

スロープを「立上り」に設定します。

点滅カーソルを図の位置へ移動させます。

「立上り」に設定します。
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3.3 電力量計からのパルス出力を積算する

クイックスタートマニュアル
フィルタを「ON」に設定します。

点滅カーソルを図の位置へ移動させます。

「ON」に設定します。

機械式接点出力機器を接続する場合は、フィルタを「ON」に設定し
てください。

表示位置を「0%」に設定します。

点滅カーソルを図の位置へ移動させます。

「0%」に設定します。
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スケーリングを設定すると、測定値を電力量 [kWh] で直読で
きます。

スケーリングの設定をします。

点滅カーソルを図の位置へ移動させます。

スケーリング方法を「設定方法 2」に設定します。

点滅カーソルを図の位置へ移動させます。

単位を「kWh」に設定します。

点滅カーソルを図の位置へ移動させます。

以下のように設定します。
1 [kWh] = [ 50000.00 ] パルス
❖  詳細取扱説明書　5.4「スケーリングを設定する」（86ページ）参照
上限：50,000 kWh、下限：0となります。

スケーリングの表示方法を「小数」に設定します。

点滅カーソルを図の位置へ移動させます。
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3.3 電力量計からのパルス出力を積算する

クイックスタートマニュアル
10. を押して、測定を開始します。

途中で測定を中止させたい場合は、 を 2回押します。

11. 測定開始から 1か月経過すると、測定を終了します。
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